
 

横浜国立大学でＴＦＴメニュー導入開始！ 
～アフリカの子供達に給食を～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
横浜国立大学から全国へ向けて、国際協力への興味関心を発信していきたい所存でござい

ます。 

ご多忙のところ誠に恐縮ではございますが、お時間ございましたら、ご取材賜りますよう

宜しくお願い申し上げます。 

〒240-8501 横浜市保土ヶ谷区常盤台 79-1 

Press Release 
平成 24 年 5 月 11 日 

●横浜国立大学公認国際協力サークル Tree of Message は大学食堂に Table For Two （TFT）

メニューを導入します。 

●TFT とは table for two プログラムのことで、対象となる定食や食品を購入すると、1 食につ

き 20 円の寄付金が、table for two を通じてアフリカの子供達へ給食を届け、先進国の住民に

ヘルシーな食事を提供する仕組です。（詳しくは添付の資料をご確認ください。） 

●今回、横浜国立大学生協の協力を得て、５月１４日より初回メニュー「ロコモコ丼」を導

入します。 

Tree of Message メンバーの思い 

 

 横浜国立大学から世界の食の不均衡につ

いての情報を発信し、より多くの方が気軽に

できる社会貢献について知っていただくき

っかけにしたいと考えております。  

先進国の私たちと開発途上国の子どもたち

が、時間と空間を越え食事を分かち合う仕組

み、TFT に参加することによって得られる

地球人としての一体感と思いやりの心が、現

在の世界にとって不可欠だと私たちは考え

ています。 

【本件に関するお問合せ先】 

横浜国立大学公認サークルTree of Message 

横浜国立大学 2 年山下紗智子 TEL: 080-5128-2163Email: tree.of.message@gmail.com 



                                   参考資料 

table for two という名称の由来  

table for two、直訳すると「二人の食卓」。先進国の私たちと開発途上国の子どもたちが、時間と空間を

越え食事を分かち合うというコンセプトです。 

table for two に参加することによって得られる地球人としての一体感と思いやりの心が、現在の世界に

とって不可欠だと私たちは考えています。  

TFT は開発途上国の飢餓と先進国の肥満や生活習慣病の解消に同時に取り組む、日本発の社会貢献運動です 

 

table for two プログラムの仕組み 

対象となる定食や食品をご購入いただくと、1 食につき 20 円の寄付金が、table for two を通じて開発途

上国の子どもの学校給食になります。 

20 円というのは、開発途上国の給食 1 食分の金額です。つまり、先進国で 1 食とるごとに開発途上国

に 1 食が贈られるという仕組みです。  

 

table for two の特長 

• 第一に、支援する側とされる側の双方にメリットがあります。開発途上国の子どもたちと、先進

国の私たちが、同時に健康になれる仕組みです。 

• 第ニに、どなたでも気軽にご参加いただけます。対象となる定食や食品をご購入いただくだけで、

table for two にご参加いただけます。 

• 第三に、いつでもご参加いただけます。食事は、誰でも毎日必ずとるものです。毎日の食事を

通じ、開発途上国の子どもたちと一緒に健康になってください。            

 

（出典：TABLE FOR TOW 公式ＨＰ http://www.tablefor2.org/index.html） 




